
























































































































noticeto theotherhouse,which broughtheran accession ratheroffrightened,enquiring
companions,thanofveryusefulassistants.（pp.5758）
アンは皆から指示を待たれ，彼女の存在感が示される。ここでは皆から必要とされる存在なのである。
その後，チャールズ坊やは順調に回復する。父チャールズはその回復ぶりを見て，母屋での食事会
に出席すると言い出す。看病は女のすることで父は何の役にも立たない，というのが理由である。メ
アリーは母親だからという理由だけで食事会に参加できないのは納得がいかないと怒る。するとアン
はチャールズの肩を持って次のように語る。
Nursingdoesnotbelongtoaman,itisnothisprovince.A sickchildisalwaysthemother・s
property,herownfeelingsgeneralymakeitso.（p.61）
そしてアンはメアリーの代わりに看病を進んで引き受ける。この自己犠牲的なアンの行為は家庭の天
使的と言えるのだが，植松みどり氏は喜んで人の役に立とうとするアンが代役としての母親の役割を
手にする一方，メアリーは母としての役割を放棄しているも同然と指摘する。8心優しいアンにはも
ちろん，チャールズ坊やの看病を進んで引き受ける心づもりはあったであろう。しかし，ここでの彼
女の思惑は，自らの意志に反して婚約を解消した相手，ウェントワースに会うのを避けることだった。
皆が楽しく過ごす食事会でただひとりつらい気持ちに耐えるより，メアリーの家に残りひとり看病を
する方がよほど楽だったのである。
ウェントワースとの再会後，ふたりはたびたび同席することになるが，彼の冷ややかな丁寧さやわ
ざとらしいしとやかさから，彼が自分を許していないことをアンは知る。さらにメアリーを通じて，
・Youweresoalteredheshouldnothaveknownyouagain.・（p.65）という彼の自分に対する
印象を聞く。8年という歳月を，外出も避け，ウェントワースを思い続けて過ごしてきたアンにとっ
てはショックなことばである。彼女は ・Alteredbeyondhisknowledge!・（p.65）を受け入れた。
・Soalteredthatheshouldnothaveknownheragain!・（p.65）この言葉は彼女の心に付いて離
れなかった。アンは自分だけがウェントワースを意識していたことに気づき，彼は自分を意識してい
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ないと言い聞かせ，心を落ち着かせるのであった。
2.ウェントワースの女性観
ウェントワースの理想の女性は，・A strongmind,withsweetnessofmanner・（pp.6667）だ
という。他人の言いなりになって自分との婚約を解消したアンの「心の弱さと臆病さ」（p.66）を許
せないのである。そして彼は，アンを意識しているとしか思えない忠告をルイーザに伝える。
Itistheworsteviloftooyieldingandindecisiveacharacter,thatnoinfluenceoveritcanbe
dependedon.Youareneversureofagoodimpressionbeingdurable.Everybodymayswayit;
letthosewhowouldbehappybefirm.（p.94）
アンは図らずも木陰からこの発言を聞く。彼はなおも ・IfLouisaMusgrovewouldbebeautifuland
happyinherNovemberoflife,shewilcherishalherpresentpowersofmind.・（pp.9495）
と続けるのだった。彼の言及で，アンは自分に対する彼の批判を理解するのである。
アンの「ほっそりした容姿ともの思わしげな顔」（p.73）は，一見，青白い顔つきの家庭の天使を
思い起こさせる。しかし，彼女には他人の意見に左右されない心の強さがある。希望も見出せぬ状況
で密かに8年前と変わらずウェントワースを愛し続けているのである。
さて，ウェントワースの姉でクロフト提督（AdmiralCroft）の妻クロフト夫人（Mrs.SophiaCroft）
は，次のように描写されている。
Mrs.Croft,thoughneithertalnorfat,hadasquareness,uprightness,andvigourofform,
whichgaveimportancetoherperson.Shehadbrightdarkeyes,goodteeth,andaltogetheran
agreeableface;...Hermannerswereopen,easy,anddecided,likeonewhohadnodistrustof
herself,andnodoubtsofwhattodo;withoutanyapproachtocoarseness,however,oranywant
ofgoodhumour.（p.52）
家庭の天使とは正反対の，元気のよいはきはきした明るい女性という印象である。クロフト夫妻は浪
費を重ねた結果，貸しに出されたケリンチ邸の借り手となるが，夫人は夫とともに賃貸交渉にも参加
し，提督よりも商売に明るいことが示される。・Mrs.Croftlookingasinteligentandkeenas
anyoftheofficersaroundher.・（p.183）と，頭の回転も男性に引けを取らない。提督に代わり馬
車の運転を行うほどの行動家でもあり，まさに男性と対等に渡り合える新しい女性と言えよう。ウェ
ントワースは姉クロフト夫人宅をよく訪ねており，男性と同等に渡り合える姉の生き方を彼が認めて
いるのは明白であろう。
では，周囲のだれもがウェントワースと結婚することになるだろうと考えるルイーザはどうであろ
うか。彼から心の強さを称えられたルイーザであったが，実は彼が彼女に次のような印象を持ってい
たことが後に述べられる。
IregardLouisaMusgroveasaveryamiable,sweet-temperedgirl,andnotdeficientinunderstanding;
butBenwickissomethingmore.Heisacleverman,areadingmanandIconfessthatIdo
considerhisattachinghimselfofher,withsomesurprise.（pp.198199）
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これは，婚約者を失い失意のどん底にあったベニック大佐（CaptainBenwick）とルイーザが婚約した
と聞いたウェントワースの感想である。ベニックの今は亡きフィアンセ，ファニーハーヴィルを・Fanny
Harvilewasaverysuperiorcreature;・（p.199）と，ルイーザとは比較にならないほど素晴らし
い女性であったと述べる。賢く読書家のベニックとルイーザは釣り合わない，という考えである。ル
イーザは「知性と活力と才気にあふれた」ウェントワースには，物足りない女性であったのである。
換言すれば，ウェントワースにとって理想の女性とは，自分の意見を述べず，常に忍耐し，従順で
あるという時代が求める「家庭の天使」的な女性ではなく，またルイーザのように自己中心的にやり
たいことをあくまで行う向う見ずな女性でもない。つまり，教養があり，周囲の状況を理解したうえ
で自分の意見を述べ，判断できる女性，さらに男性にも劣らぬ行動力を身に着けた所謂新しい女性な
のである。そして自己を持った女性を理想と考えるウェントワースもまた，新しい男性と呼んでさし
つかえないであろう。
3.アンの変化
『説得』では，酷似した状況が繰り返される。
メアリーの長男チャールズ坊やの大怪我で，皆があたふたする中，アンだけが冷静な判断で次々に
問題を処理していく。ライムでルイーザが突堤から落下して大怪我をした際も，アンの適切な判断が
周囲の人々を救うことになる。ルイーザの怪我はチャールズ坊やの場合よりも深刻ではあったが，誰
よりも落ち着いて対応することができた。意識のないルイーザを前にして兄チャールズもウェントワ
ースもぼう然とする中，アンは冷静に適切な指示を次々に発することができる。
Anne,attendingwithal thestrengthandzeal,andthought,whichinstinctsupplied,to
Henrietta,stiltried,atintervals,tosuggestcomforttotheothers,triedtoquietMary,to
animateCharles,toassuagethefeelingsofCaptainWentworth.Bothseemedtolooktoherfor
directions.（p.119）
大の男たちが彼女の指示を求めるほどに，アンは皆の信頼を得ているようだ。・Anne,Anne,...what
istobedonenext?What,inheaven・sname,istobedonenext?・（p.120）とチャールズは叫
び，ウェントワースさえもが彼女の方を見つめるのである。
今までウェントワースから意識的に避けられていたアンは，この一件をきっかけに頼りにされる存
在へと変化する。アンは自分だけの判断で行動できる女性，つまり精神的に自立した女性として認め
られたのである。ウェントワースはアンの素晴らしさを再認識し，彼女に対する彼の態度に変化が起
こる。「昔がよみがえったかのような優しさ」（p.123）がこもっているとアンは感じる。彼と初めて
会った19歳のアンと不注意から大怪我をした19歳のルイーザ，その違いは歴然としている。
周囲の人々からの信頼感はアンに再び自信を持たせた。それと並行するように，アンの外見にも変
化が現れる。ウェントワースに「わからないほど変わってしまった」と言われたアンであったが，以
前の美しさを取り戻しつつあるのである。
婚約者の死にショックを受け，詩に没頭するベニックに，アンはウェントワースを失った自らの体
験をもとにアドバイスする。アンの優しさに感動した彼は，アンに好意を寄せ始め，・Elegance,
sweetness,beauty・（p.142）とアンを称える。アンも彼の好意を感じ，ますます自分に自信を持つ。
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心にちょっとした華やぎを感じたアンの表情は美しくなったに違いない。外見のみで判断するしか
ない第三者の客観的な視線でアンの容姿が次のように描写される。
...Anne・sfacecaughthis［agentleman・s］eye,andhelookedatherwithadegreeofearnest
admiration,whichshecouldnotbeinsensibleof.Shewaslookingremarkablywel;hervery
regular,veryprettyfeatures,havingthebloom andfreshnessofyouthrestoredbythefinewind
whichhadbeenblowingonhercomplexion,andbytheanimationofeyewhichithadalso
produced.Itwasevidentthatthegentleman...admiredherexceedingly.（p.112）
突堤ですれ違った紳士が，アンの美しさに見とれるという場面である。それに気づいたアン自身は紳
士の行動を十分に意識し，自分に美しさが戻ってきたことを確信したのではないか。さらに，その場
に居合わせたウェントワースをアンは一するが，もちろん，彼もこれに気づき，・Thatmanis
struckwithyou,andevenI,atthismoment,seesomethinglikeAnneEliotagain.・（p.112）
と言わんばかりであることを見てとるのである。
精神的に自立し，美しさも回復したアンは，自信を深めてゆく。
Annewonderedwhetheriteveroccurredtohim now,toquestionthejustnessofhisown
previousopinionastotheuniversalfelicityandadvantageoffirmnessofcharacter;...Shethoughtit
couldscarcelyescapehim tofeel,thatapersuadabletempermightsometimesbeasmuchin
favourofhappiness,asaveryresolutecharacter.（p.126）
アンは，8年前の決断は間違っていなかったのではないか，そして，「断固たる性格」のルイーザも
「他人の意見に従う性格」の自分も共に幸せになれるのではないか，と考え始めた。
バースで再会した例の紳士は，ウォルターの推定相続人のいとこエリオット氏（Wiliam Walter
Eliot）であることが判明する。エリザベスとエリオット氏の結婚を期待するウォルターとエリザ
ベスをよそに，エリオット氏はアンに心を寄せる。
一方，ウォルター家を毛嫌いし，エリザベスとの結婚を避けるために身分の低い金持ちの女性と結
婚したエリオット氏が今になってなぜウォルターに近づこうとしているのか，アンには理解できな
かった。外見の美しさがすべての判断基準である父にとって，エリオット氏の結婚相手が美人だった
ことは大きな意味を持つ。エリオット氏の亡き妻が美しかった，というだけの理由でウォルターの
心は軟化し，彼を許すのである。この滑稽とも言えるウォルターの心情をアンには理解することが
できない。
Mr.Eliotwastoogeneralyagreeable.Variousaswerethetempersinherfather・shouse,he
pleasedthem al.Heenduredtoowel,stoodtoowelwitheverybody.（p.175）
アンにとって，エリオット氏の行動にはなにか引っかかるものがある。
ラッセル夫人は，以前のエリオット氏の行為に腹を立て，彼を許せないと思っていた。だが今，エ
リオット氏に会ってみると，・Hismannerswereanimmediaterecommendation;andonconversing
withhim shefoundthesolidsofulysupportingthesuperficial,・（p.158）と見かけも中身も
すばらしいと感心してしまう。そして，あれほど嫌っていたいエリオット氏とアンの結婚を望むので
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あった。ラッセル夫人は ・shehadbeenunfairlyinfluencedbyappearancesineach［Captain
WentworthandMr.Eliot］・（p.271）と，見かけ，つまり立居振舞いにとらわれすぎていたこと
を後に反省しなければならなくなる。
誰もがエリオット氏を絶賛する中，アンだけが彼の実態に疑問を抱くのはなぜか。彼女はその人の
人間性そのものに興味があるからなのだ。
Sheprizedthefrank,theopen-hearted,theeagercharacterbeyondal others.Warmth and
enthusiasm didcaptivateherstil.Shefeltthatshecouldsomuchmoredependuponthesincerity
ofthosewhosometimeslookedorsaidacarelessorahastything,thanofthosewhosepresence
ofmindnevervaried,whosetongueneverslipped.（p.175）
アンの考える人間的魅力は，すべてウェントワースに当てはまる。彼はマナーを重んじ礼儀正しい立
居振舞いをしているが，一瞬，軽蔑の念や笑的表情を見せたり，ファニーハーヴィルの素晴らし
さを述べるふりをして，アンへの熱烈な気持ちを表現する。こうした正直な気持ちを垣間見せる瞬間
に，アンは人間性を感じ取り彼を信頼できると思うのである。
立居振舞いを重んじるラッセル夫人も，もちろんアンの外見の変化に気づく。アッパークロスから
戻ったアンは，久しぶりに夫人と再会する。夫人もまた，・Annewasimprovedinplumpnessand
looks・（p.134）とアンが美しくなったことを喜んでいる。立居振舞いよりも容姿を気にするウォル
ターも ・hebegantocomplimentheronherimprovedlooks;・（pp.157158）と，アンの容姿
がよくなったことを指摘する。
バースでアンを見かけたウェントワースの知り合いの女性たちもまた，彼の前でアンの美しさを語
り合う。
・Sheispretty,Ithink;AnneEliot;verypretty,whenonecomestolookather.Itisnotthe
fashiontosayso,butIconfessIadmirehermorethanhersister.・
・Oh!sodoI.・
・AnnesodoI.Nocomparison.ButthemenarealwildafterMissEliot.Anneistoodelicate
forthem.・（p.193）
アン自身，・shewastobeblessedwithasecondspringofyouthandbeauty・（p.134）と感じ
始めた矢先，アンの美しさは誰の目からも明らかなものとなったのである。
4.したたかな計算
ルイーザとベニック大佐が婚約したと聞き，アンはウェントワースが自由の身になったとうれしく
思う。クロフト提督からウェントワースがルイーザを愛していなかったことを聞きだし，音楽好きの
彼に会う可能性が高い音楽会に出かけることにする。9以前，親類のダルリンプル子爵未亡人（Lady
Dalrymple）が暇つぶしにとウォルターらを急に自宅に招待したことがあった。その時アンは，リ
ュウマチに苦しむ未亡人，スミス夫人（Mrs.Smith）との先約を理由に，この招待を断ったのであ
る。社会的身分の高いダルリンプル夫人からの招待を必要以上にありがたがり，有頂天になる父と姉
を見て，「もっとプライドを持ってほしい」（p.161）とアンは思った。アンは子爵未亡人とその令嬢
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を ・...theywerenothing.Therewasnosuperiorityofmanner,accomplishment,orunder-
standing.・（p.162）と全く評価していない。アンにとって大切なのは「子爵夫人」という社会的身
分より，人物なのである。
ウェントワースが出席しそうな音楽会の日も，スミス夫人との約束の日であった。今回アンは，夫
人との約束を延期してもらい，音楽会に出席する。ウェントワースに会う機会を逃すまいというアン
の計算である。音楽会の幕間には，ウェントワースと話せるようにとわざわざ通路側の席を確保する
という積極性を見せる。案の定，彼はアンに近づき話をする。だがここで，エリオット氏がアンに話
しかけ，アンが彼に対応している間にその場を去ったウェントワースの行為が彼女には打ち震えるほ
どうれしかった。
JealouslyofMr.Eliot!Itwastheonlyinteligiblemotive.CaptainWentworthjealousofher
affection!Couldshehavebelieveditaweekagothreehoursago!Foramomentthegratification
wasexquisite.Butalas!therewereverydifferentthoughtstosucceed.Howwassuchjealousyto
bequieted?Howwasthetruthtoreachhim?（p.207）
図らずもアンは所謂「つれなき美女」10を演じていたのである。アンは観察者の立場から，ついに主
導権を握る。
27歳，後がないアンは，運命をけウェントワースの気持ちを引き付けるべく，さらに大胆な行
為に出る。ウェントワースに自分の声が聞こえると意識しながらハーヴィル大佐（CaptainHarvile）
と男女の愛情について語り合うのだ。
Itis,perhaps,ourfateratherthanourmerit.Wecannothelpourselves.Weliveathome,quiet,
confined,andourfeelingspreyuponus.（p.253）
家庭の天使が女性の理想とされていた時代である。女性は控えめにして自分の心情を言わないのが常
識であった。アンも自分の意見を大胆に主張することは躊躇される。そこで男女の愛情の特徴を述べ
るという一般論に置き換えて，自分の意見を間接的に述べる手法をとっている。ウェントワースが使
用しているペンを落としたことで自分たちの会話を彼が聞いていることを確信したアンは，さらに続
ける。
AltheprivilegeIclaim formyownsex（itisnotaveryenviableone,youneednotcovetit）is
thatoflovinglongest,whenexistenceorwhenhopeisgone.（p.256）
ベニックの婚約者だった妹のファニーならこんなに早く婚約者を忘れないとハーヴィル大佐は嘆くが，
アンは女性の特性として，愛する人がこの世にいなくなり希望がついえても愛し続けると静かに語る。
自分個人のこととしては決して語れない心情を，アンはファニーの代弁者という立場に立つことで女
らしさを維持しながらも，臆することなく語るのである。アンのしたたかな計算であり，強烈な告白
でもある。
アンの告白がウェントワースに手紙を書かせ，ついにふたりは結ばれる。・He［Wentworth・s
brother］enquiredafteryouveryparticularly;askedevenifyouwerepersonalyaltered,
littlesuspectingthattomyeyeyoucouldneveralter.・（p.264）と言われたアンは，彼の愛を
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再認識し，幸せに包まれるのであった。
ウェントワースは婚約解消後もアンが自分を恨んでいなかったことを知り，自身の過ちに気づいた。
彼はアンを恨み，別れるようアンを説得したラッセル夫人を恨んだ。しかし，ラッセル夫人以上に，
自分のプライドがアンへの気持ちを抑えつけていたのである。
ButIwasproud,tooproudtoaskagain.Ididnotunderstandyou.Ishutmyeyes,andwould
notunderstandyou,ordoyoujustice.Thisisarecolectionwhichoughttomakemeforgive
everyonesoonerthanmyself.（p.268）
ウェントワースがラッセル夫人と和解するのは時間の問題でしかない。
8年前を思い出し，アンは ・ImustbelievethatIwasright,muchasIsufferedfrom it・（p.
267）と語る。母親代わりにアンの身を心配するラッセル夫人の忠告に従ったことでウェントワース
に恨まれ苦しい思いをしたが，反対を押し切って結婚した結果味わうであろう良心の呵責のほうが婚
約を思い切るよりつらかったと思われるから，と語り，「義務感の強いことは女の美点」（p.268）と
述べる。確かに『ロミオとジュリエット』（RomeoandJuliet,159596）のロミオとジュリエットは両
親の反対を押し切って秘密の結婚をした結果，両者とも命を落としてしまう。両親の子どもの幸せを
思う一方的な愛情が，結果的にふたりを不幸に追いやったとも解釈される。11幸い，ウェントワース
にはすでに両親がなく，アンには母親代わりのラッセル夫人と父がいるだけである。その父はアンに
興味はなく，ウェントワースの容貌が美しいことからもふたりの結婚に反対する理由はない。いまや
年収2万5千ポンドと勲功とその働きにふさわしい地位を得たウェントワースと，美しさと自信を取
り戻した教養あふれるアンの結婚に反対する者はいない。
メアリーはアンの結婚を喜んだ。というのも，アンはルイーザとヘンリエッタよりも身分が高くお
金持ちになるが，自分のように地主の妻ほどの社会的地位がないことに満足しているからである。し
かし，アンにとって社会的地位はあまり重要ではない。植松氏も指摘するように，準男爵という大地
主の令嬢の立場からある意味不安定な職業軍人の妻になることは，「準男爵から新興の，ぎりぎりの
紳士階級へと階段を下りていく」12ことを意味するかもしれない。しかし，アンにはアンの価値基準
がある。見かけにとらわれず，中身を重視するのである。ウェントワースとの結婚はアンにとってす
べての面で最高の結婚だったと言えるだろう。アンの結婚には土地制度の上に成り立つイギリスの階
級制度が近い将来，崩れてゆくであろうことを予言するオースティンのメッセージが込められている。
本稿は昭和女子大学学長裁量費の助成を受けた研究である。
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